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国
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
新
法
第
五
十
八
条
第
二
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
こ
と
と
な
る
家
畜
又
は
物
品
の

所
有
者
に
対
し
、
施
行
日
前
に
お
い
て
も
、
同
項
の
規
定
の
例
に
よ
り
、特
別
手
当
金
を
交
付
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
項
の
規
定
の
例
に
よ
り
交
付
さ
れ
た
特
別
手
当
金
は
、
同
項
の
規
定
に
よ
り
交
付
さ
れ
た

特
別
手
当
金
と
み
な
す
。

５

施
行
日
前
に
旧
法
第
二
十
一
条
第
一
項
又
は
第
二
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
焼
却
し
、
又
は
埋
却
し
た

ニ
ュ
ー
カ
ッ
ス
ル
病
（
新
法
第
二
条
第
一
項
の
表
二
十
六
の
項
の
農
林
水
産
省
令
で
定
め
る
ニ
ュ
ー
カ
ッ
ス
ル
病
に

相
当
す
る
も
の
以
外
の
も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）の
患
畜
若
し
く
は
疑
似
患
畜
の
死
体
又
は
物

品
（
ニ
ュ
ー
カ
ッ
ス
ル
病
の
病
原
体
に
よ
り
汚
染
し
、
又
は
汚
染
し
た
お
そ
れ
が
あ
る
も
の
に
限
る
。）に
係
る
旧
法

第
五
十
九
条
の
規
定
に
よ
る
費
用
の
負
担
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

６

施
行
日
前
に
都
道
府
県
知
事
又
は
家
畜
防
疫
員
が
旧
法
を
執
行
す
る
た
め
に
必
要
と
し
た
費
用
（
ニ
ュ
ー
カ
ッ
ス

ル
病
の
ま
ん
延
を
防
止
す
る
た
め
に
必
要
な
も
の
に
限
る
。）に
係
る
旧
法
第
六
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
費
用
の

負
担
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

７

新
法
第
六
十
条
第
二
項
の
規
定
は
、
施
行
日
以
後
に
都
道
府
県
知
事
が
新
法
第
三
十
二
条
の
規
定
に
よ
る
移
動
若

し
く
は
移
出
の
禁
止
若
し
く
は
制
限
、
新
法
第
三
十
三
条
の
規
定
に
よ
る
催
物
の
開
催
若
し
く
は
事
業
の
停
止
若
し

く
は
制
限
又
は
新
法
第
三
十
四
条
の
規
定
に
よ
る
放
牧
、
種
付
、
と
殺
若
し
く
は
ふ
卵
の
停
止
若
し
く
は
制
限
を
し

た
場
合
に
お
け
る
当
該
禁
止
、
停
止
又
は
制
限
に
起
因
す
る
家
畜
、
そ
の
死
体
又
は
物
品
に
係
る
売
上
げ
の
減
少
又

は
飼
料
費
そ
の
他
の
保
管
、輸
送
若
し
く
は
処
分
に
要
す
る
費
用
の
増
加
に
係
る
費
用
の
負
担
に
つ
い
て
適
用
す
る
。

（
罰
則
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
十
条

こ
の
法
律
（
附
則
第
一
条
第
二
号
に
掲
げ
る
規
定
に
つ
い
て
は
、
当
該
規
定
）
の
施
行
前
に
し
た
行
為
及
び

附
則
第
三
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
場
合
に
お
け
る
一
部
施
行
日
以
後
に
し
た
行
為

に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
検
討
）

第
十
一
条

政
府
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
後
五
年
を
経
過
し
た
場
合
に
お
い
て
、
新
法
の
施
行
の
状
況
を
勘
案
し
、
必

要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
新
法
の
規
定
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
必
要
な
措
置
を
講
ず

る
も
の
と
す
る
。

（
地
方
自
治
法
の
一
部
改
正
）

第
十
二
条

地
方
自
治
法
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
一
家
畜
伝
染
病
予
防
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
六
十
六
号
）
の
項
中
「
第
三
章
」
の
下
に「（
第
二
十

一
条
第
六
項
及
び
第
七
項
を
除
く
。）」
を
加
え
、
同
表
口
蹄
疫
対
策
特
別
措
置
法
（
平
成
二
十
二
年
法
律
第
四
十
四

号
）
の
項
中
「
第
四
条
か
ら
第
六
条
ま
で
」
を
「
第
五
条
第
一
項
及
び
第
二
項
」
に
改
め
る
。

（
農
業
災
害
補
償
法
の
一
部
改
正
）

第
十
三
条

農
業
災
害
補
償
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
八
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
八
十
四
条
第
一
項
第
三
号
中
「
に
よ
る
死
亡
」
の
下
に
「
及
び
家
畜
伝
染
病
予
防
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第

百
六
十
六
号
）
第
五
十
八
条
第
一
項
（
第
四
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。）の
規
定
に
よ
る
手
当
金
、
同
条
第
二
項
の
規

定
に
よ
る
特
別
手
当
金
又
は
同
法
第
六
十
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
補
償
金
の
交
付
の
原
因
と
な
る
死
亡
」
を

加
え
る
。

（
農
業
災
害
補
償
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
十
四
条

前
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
農
業
災
害
補
償
法
第
八
十
四
条
第
一
項
第
三
号
の
規
定
は
、
施
行
日
以
後

に
共
済
掛
金
期
間
の
開
始
す
る
家
畜
共
済
に
つ
い
て
適
用
し
、
施
行
日
前
に
共
済
掛
金
期
間
の
開
始
す
る
家
畜
共
済

に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
口
蹄
疫
対
策
特
別
措
置
法
の
一
部
改
正
）

第
十
五
条

口
蹄
疫
対
策
特
別
措
置
法
（
平
成
二
十
二
年
法
律
第
四
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
四
条

削
除

第
五
条
の
見
出
し
中
「
患
畜
又
は
疑
似
患
畜
」
を
「
家
畜
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
た
め
に
患
畜
又
は
疑
似

患
畜
」
を
「
た
め
に
患
畜
、
疑
似
患
畜
又
は
家
畜
伝
染
病
予
防
法（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
六
十
六
号
。以
下「
法
」

と
い
う
。）第
十
七
条
の
二
第
一
項
の
指
定
家
畜
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
指
定
家
畜
」
と
い
う
。）」
に
、「
存
す
る

患
畜
又
は
疑
似
患
畜
」
を
「
存
す
る
患
畜
、
疑
似
患
畜
又
は
指
定
家
畜
」
に
、「
家
畜
伝
染
病
予
防
法
（
昭
和
二
十
六

年
法
律
第
百
六
十
六
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。）」
を
「
法
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
及
び
第
四
項
中
「
患
畜
又
は

疑
似
患
畜
」
を
「
家
畜
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

５

第
一
項
の
指
定
は
、
都
道
府
県
知
事
の
申
請
に
基
づ
き
す
る
も
の
と
す
る
。

第
五
条
に
次
の
三
項
を
加
え
る
。

６

農
林
水
産
大
臣
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
口
蹄
疫
の
ま
ん
延
が
二
以
上
の
都
道
府
県
の
区
域
に
わ
た

る
場
合
そ
の
他
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
場
合
に
は
、
関
係
都
道
府
県
知
事
の
意
見
を
聴
い
て
、
第
一
項
の
指
定
を

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

７

農
林
水
産
大
臣
は
、
第
一
項
の
指
定
を
し
た
と
き
は
、
そ
の
旨
を
官
報
で
公
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

８

前
項
の
規
定
は
、
第
一
項
の
指
定
の
解
除
を
し
た
と
き
に
準
用
す
る
。

第
六
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
六
条

削
除

第
七
条
中「（
前
条
第
八
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）又
は
前
条
第
六
項
若
し
く
は
第
七
項
」
を
削
る
。

第
八
条
第
一
項
中
「
第
四
条
第
二
項
若
し
く
は
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
消
毒
に
係
る
措
置
（
当
該
措
置
に
係
る
地

域
の
指
定
が
同
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
行
わ
れ
た
場
合
に
限
る
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。）、」、「（
第
六
条
第
八
項

に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。）」
及
び
「
焼
却
若
し
く
は
埋
却
に
係
る
」
を
削
り
、「
第

五
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
さ
れ
る
第
四
条
第
六
項
」
を
「
同
条
第
六
項
」
に
改
め
、「
又
は
第
六
条
第
一
項
の
規
定

に
よ
る
勧
告
若
し
く
は
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
措
置
（
当
該
勧
告
又
は
措
置
に
係
る
地
域
の
指
定
が
同
条
第
十

四
項
に
お
い
て
準
用
さ
れ
る
第
四
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
行
わ
れ
た
場
合
に
限
る
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。）」
を

削
り
、
同
条
第
二
項
中
「
、
第
四
条
第
二
項
若
し
く
は
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
消
毒
に
係
る
措
置
」、「
焼
却
若
し
く

は
埋
却
に
係
る
」
及
び
「
又
は
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
勧
告
若
し
く
は
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
措
置
」

を
削
り
、
同
条
第
四
項
中
「
第
五
条
又
は
第
六
条
」
を
「
第
五
条
第
一
項
又
は
第
二
項
」
に
改
め
る
。

第
十
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
十
条

削
除

第
十
八
条
第
二
項
を
削
り
、
同
条
第
三
項
中
「
家
畜
」
を
「
患
畜
若
し
く
は
疑
似
患
畜
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条

第
二
項
と
し
、
同
条
第
四
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、
同
条
第
五
項
中
「
第
二
十
八
条
」
を
「
第
二
十
八
条
第
一
項
」

に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
四
項
と
す
る
。

第
十
九
条
中「
第
四
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
規
定
に
よ
る
消
毒
を
実
施
す
る
た
め
に
要
す
る
費
用
、」、「（
第

六
条
第
八
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）又
は
第
六
条
第
七
項
」
及
び
「
並
び
に
同
条
第
九
項
の
規
定
に
よ

る
損
失
の
補
て
ん
及
び
同
条
第
十
項
の
規
定
に
よ
る
損
失
の
補
償
を
実
施
す
る
た
め
に
要
す
る
費
用
並
び
に
同
条
第

十
二
項
の
規
定
に
よ
る
焼
却
又
は
埋
却
を
行
っ
た
者
に
交
付
す
る
費
用
」
を
削
る
。

第
二
十
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
二
十
条

削
除

第
二
十
六
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
二
十
六
条

削
除

第
二
十
八
条
中
「
第
四
条
か
ら
第
六
条
ま
で
」
を
「
第
五
条
第
一
項
及
び
第
二
項
」
に
改
め
る
。

附
則
第
三
条
の
前
の
見
出
し
を
削
り
、
同
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
三
条

削
除

附
則
第
四
条
の
前
に
見
出
し
と
し
て「（
経
過
措
置
）」を
付
す
る
。

附
則
第
五
条
中
「
前
二
条
」
を
「
前
条
」
に
改
め
る
。
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